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AMDA事務局長就任のお知らせ

　今までAMDAには専任の事務局長が不在でしたが、以前より

AMDA事務局の活動を支えて下さっていた近藤祐次氏がこの十

月より正式にAMDA事務局長に就任しました。ここに近藤氏の

就任の挨拶を掲載させていただきます。

　　～近藤事務局長就任挨拶～

１０月１日より専任の事務局長として就任

致しました近藤です｡皆様には常日頃より

ＡＭＤＡの活動に暖かい御理解と御支援を

頂き厚くお礼申し上げます｡従来は岡山大

学医学部の山本秀樹医師か兼任で事務局長

の重責を果たして来られましたが､ＡＭＤ

Ａの活動の拡大･充実に伴い､事務局機能

の強化の必要性が生じ､この度縁あって私

がその職責を専任として引き継がせて頂く

ことになりました｡本日はこの紙面を借り

まして、皆様に一言御挨拶を申し上げます。

私は過去に企業及び助成財団で働いて来ました｡特に助成財団で

はアジアの発展途上国の開発ＮＧＯ活動の支援や日本国内のＮＧ

Ｏの様々な活動の支援を行って参りました｡財団の業務を通じて

国内外の多くのＮＧＯと関わりを持ってきた経緯を基に､以前か

ら私はＡＭＤＡを世界的な活動拠点の広さと､医師と看護婦が専

門的な技術で援助活動を行っているという点で､日本では極めて

珍しい国際的ＮＧＯであると評価していました｡２年前からはＡ

ＭＤＡが主催する「国際貢献ＮＧＯ懇話会」のメンバーとなり、

その後背波代表から「是非ＡＭＤＡに」と声をかけられ、この度

の事務局長就任となった次第です｡皆様の日頃の御支援のお陰に

より、ＡＭＤＡも今年は念願の国連ＮＧＯとなり、今や世界ｉ

１カ国に約５０名の医師､看護婦､コーディネーターを派遣して

活動する団体となりました｡また本年は１月の阪神大震災を始め

として、サハリン、北朝鮮。インドネシア、メキシコ、フィリピ

ンなどの各国に緊急救援活動を実施して参りました｡同時に「７

２時間ネットワーク」及び「アジア太平洋緊急救援（ＡＰＲＯ）

構想」の設置など緊急救援体制の充実も図って参りました｡今後

はＡＭＤＡの財団ｶ、ＡＭＤＡ国際大学設立、ＡＭＤＡ・連合・

部落解放同盟の共同による南アフリカ駐在員事務所開設など､数

多くの活動が計画されております｡人々がお互いに助けあうとい

う「相互扶助思想」を基に、日本が真の「人道援助大国」と呼ば

れるロを目指して､私たちＡＭＤＡは世界に向けて援助活動を推

進して行きたいと思っています｡一人一人の力は小さくても､皆

の力を含わせれば大きな力になります｡私たち事務局は皆様の一

人　ﾉ､の力を集めて､一人でも多くの困っていね人々へ届けるよ

う邁進努力していく所存です6皆様のＡＭＤＡへのさらなるご支

援をお願い致しまして､ご挨拶に変えさせて頂きます。
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（国際医療協力vo□8N0.10より）

　１０月８ロ　岡山国際交流センターにおいて､１６ヶ国からの

NGO・アジア太平洋緊急救援機構を発足させた。参加国はオー

ストラリア、バングラデシュ、ブラジル、カナダ、フィジー、イ

ンド、インドネシア、日本､韓国、ネパール、ニュージーランド、

フィリピン、ロシア、スリランカ、タイ、アメリカである。

　ＡＭＤＡが１０月６日～８日の間に主催したフォーラムで､各

参加者は単純､複合災害に対処するために､政府と国際組織の努

力の必要性､自身の長所短所を認識し救援活動が相互補完はする

が重複しないようにする必要性を確認した｡救援活動に対する需

要と限りある資源の有効活用のバランスの重要性も指摘された。

これらすべての事情を考慮して緊急事態準備体制と支援活動に備

えた、人的、物的、経済的資源の調達､調整するための手段とし

て、APRO機構を設立した。

　具体的には、ＡＭＤＡがAPRO機構事務局を岡山に設置する

ことになり､事務局はアジア太平洋の国々が直面している強み･

弱点の評価を行うフォーラムや､会議を地域別､地方別に開催す

る、緊急事態に能率的、効果的に対処するための通ｨa、輸送、ロ

ジスティックス等の操作システムを確立する､各国政府､国連諸

機関、資金提供者やその他の関係諸団体との連携を確立すると

いったことに責任をもつ。

　APRO機構最初の行動として､参加メンバーはＡＭＤＡが緊急

事態準備体制や救援活動に対処できる人材養成の学術機関創立を

支援していく事を約束した。もう一点は、１０月７日にインドネ

シアのジンバをおそった地震に対し､ＡＭＤＡはインドネシア赤

十字､ＡＭＤＡインドネシアと協力して､現地の救援活動を支援

ずるための医療チームを直ちに派遣した。

願望[響ﾂﾞ言

　　　．　　

……ー'

゛

S………il………

=

1112
1
1‘･i･゛ﾆ゛゛゛'゛ﾆ●　FI‘'''゜1ごご:･l

　　自I S　　　ly°:2==J　I……………゜゛作

゛j.‘1

……………………
1｀･　　　　　'

・　i

l･

･･･.
･
.･
･　
･.･.

･　　　

.

･･　　　　
･･･.『

　　　　　………;゛i……11



ｌ連でのＮＧＯ協議資格取得について

（国際医療協力､､o118.N0.7より抜粋）

　　　高橋　央

　さる６月20日にニューヨークの国連本部で聞かれた、国連経

済社会理事会ＮＧＯ部会第571回審議で、ＡＭＤＡインターナ

ショナルにＮＧＯ協議資格（Consultatjve Stalus Category 2）が与

えられました。

　日本に本部をもつＮＧＯでこの資格を有する団体は今まで８－

しかなく､保健医療分野のＮＧＯではＡＭＤＡが初めての取得と

なります｡ＡＭＤＡインター十ショナルが設立されて10年余り、

また国連も６月26日に創設50周年を迎えた節目のようこの時期

に､我々がかねてょり切望していた栄誉ある､影響力の大きい資

格を得ることが出来ました、

　この資格を取得する意義､その内容と問題点､それに取得に￥

るまでの道程とこの資格の今後の活用方針について説明いたしま

す。

　く国連でのＮＧＯ協議資格とは）

　本資格の付与は、1950年初頭に採択された国連憲章第71条

（文末参照）、及び第71条に準拠l.て同年２月採択の経済社会理

事会決議第】296号（XLIV）に基づいている。協議資格はその後

1968年に全面改訂され、現在は３つの協議資格に分けて与えら

れている（文末参照）。その概要を見て判るように、国連側のＮ

ＧＯに対する重視度､ＮＧＯ側からの影響力共にカテゴリー１）

カテゴリー２>>ロスター順に強く設定されている。

　今回ＡＭＤＡインターナショナルに付与されたカテゴリー２

は、保健医療分野の活動のみのＮＧＯには最高の資格である、

　わが国のＮＧＯ関係者には余り知られていないこの協議資格の

意義は､実は近年ますます増大している。その理由は文末の年表

にあるよj5な国連主催の国際会議で､ＮＧＯの発言が影響力をjヽ

ち始めているためである､､ＮＧＯ活動による民間の主張を、ＮＧ

Ｏは国連を通じて世界に広めている。特に1992年リオで開催さ

れたアースサミットでのＮＧＯの活躍ぶりは世界的に注目され、

これを契機に多くのＮＧＯが協議資格を望むようになったと云;i

る。前回の資格審査に申請した団体数は44であったが、本年の

申請数は94に跳ね上がってお11、この増加傾向は今後も続くと

想われる。

〈協議資格の内容と問題点〉

　国連でのＮＧＯ協議資格は今後急速に重要となっていくこと;j

明らかだが､それぞれの資格でどのような活動を展開出来るかを

考えてみる｡

　まず有資格ＮＧＯが参加出来る会合だが､カテゴリー１と２は

経済社会理事会（経社理）及ひぺＷＨＯ、ＩＬＯ、ＦＡＯ等）そ

の下部機関の公式会合へのオブザーバーとしての出席が許される

が､ロスターではその専門４野ド明;軋もら会議へのオプサーパー

参加のみ認められている｡会合での発言はカテゴリー１と２のみ

可能であるが､発言すべきＮＧＯは国連ＮＧＯ委員会の経社理･･。

の勧告により選ばれる。またカテゴIJ－2への発言は、カテ=､’

リー１に適当なＮＧＯがない場合に指名される｡国連文書としで

配布される声明書は､カ子ゴり－１・２とも２千語以内で楯出.q

‘来るが､ロスターのＮＧＯでも事務総長の求めに応じた声明書の

提出が可能である｡国連ＮＧＯ委員会を通じた議題の提出はカテ

ゴ’J－1にだけ認めe;､φ1rl.ヽ7.

　匿緊申のＮＧ出こは･りドｈＪに･･･ぐ活動趣旨ヒM‘･¶･･q.1･｡レ･

あり､それに見台･-Jた省略を国連が付り･するのは基本的:jrはr汐;

性がある。また活動の拡大により、資格の変更も随時行われるょ

弓工夫もされている｡実際に水年審舎きれたＮＧＯ９０団体の･｀l

　　　　　　　　　よ肩D/1ダイジ｡ェこスト（Ｎ０．２）１９９５卒12月

ち､約２割はこの資格変更の申請であり、今回日本に本部を置く

ＮＧＯとしては初めて（財）オイスカ産業開発協力団（ＯＩＳＣ

Ａ）が、カテゴリー２から１への格上げが認められた。

　審査を受けるＮＧＯは､審議前に屏連ＮＧＯ委員会より事前審

沓に近い活動実績の検討がなきれるため､審議で資格が与えられ

ないことは例外的であった、しかし希望する資格が付与されな

かった≒審議が先送りされることは時おり見られた、

ど国連憲章第71条〉

　「経済社会理事会は、その権限内にある事項に関係のある民間

団体（non－ govemmental

organizalion）と協議するために、適当な取柘を行うことができ

る｡この取極は、国際団

体との間に、また、適当な場合には、関係のある国連加盟国と協

議した後に国内団体との間に行うことができる｡」

でＮＧＯの協議資格【Consu】tativeSlatus）の分類）

カテゴリー1:経杜理の活動の大部分に基本的利害関係を持つＮ

ＧＯ

カテゴリー2:経社理の活動の若干の分野にのみ特別の関係をも

つＮＧＯ。

ロスター：　　経社理あるいは事務総長が､経杜理またはその下

部機関等に対して有益な貢献が可能であると判断したもの､及び

専門機関または他の国連機関との協議資格を有するもの。
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国連主催の主な国際会議∩990年以F刺

　1990年　子供のためのt辻県サミット（ニューヨーク）

地球開発升ミ･ﾘk　/11オ9’ジa･ i､jrい

国連世界人権会議（ウィーン）

人口と開発国際会議（カイロ）

　国際防災世界会議（横浜）

　第10回国際エイズ会議（横浜1＊

世界社会開発升ミッ1ヽ（コペンハーゲン）

　第４回世界女性会議（北京:

＊アムダが協力したチェンライプロジェクトが発表された．

ニューヨーク国連帽I瀕にて高橋副代表



　鮮民生主　入　共和国緊急救援医療活動報告

【国際医療協力vo】18N0.9より）

概要

　ＡＭＤＡでは国連入道問題局からの調査報告と朝鮮民主主義

人民共和国ジュネーブ事務所からの強い要請を受けて、このた

び朝鮮民主主義共和国での大洪水の被災者に対し緊急救援物資援

助を行うことを決定致しました‥．

　この一月の阪神大震災の折Ｍこは朝鮮民主主義共和国か以も国

際赤十字を通じ被災者の救援のための善意の義援金が寄せられま

した.その折りの好意に対してお返しをする機会として在日本朝

鮮人総連合会等関係団体のご協力をいただき､今回の救援活動を

行･jていく予定です．

　詳細は以下の通り.

救援物資

１．輸送日時　１９９５年９月１３日

２．　輸送手段　万漿峰　Man Gyong Bong- 9 2（5）（新潟発

１０：００）にて

３．物資内容　WHO　Thenewemergency health kil　約2.8ト

ン

　・Basic unit　/30000人対象　３ヶ月用

　（医薬品、医療消耗品、医療器具）

・Supplemenlary unil　/30000人対象　３ヶ月用

プロジェクト概要

８月23日　国連入道援助局より朝鮮民主主義人民共和［同大治水

被哭状況についてのフアックによる情報提供あり

９月　２ロ　朝鮮民主主義人民共和国ジュネｰ-･プ事務所ﾌうべ

AMDAへの援助要請有り

９月５日　lnlernational Dispensary Association （オランダ　アム

ス子ルダム’へThe new emergencv heal･h kil を発作輸送手段の検

討を始める、

9月８日　日本船舶振興会へ緊急災害援助として50〔〕万の資金提

供の申請ひ）川決定）

９月９日　第一陣を新潟より船便で出すことを決定

９月日日　朝９：３０　ＫＬＭオランダ航空機にて関西空港に到

着、陸路にて新潟へ

9 j1 12 ロ　紅･潟税関にて朝鮮への通関業務を行う

り月13 H　万景峰　９２便【新潟発　１０：００！　にて朝鮮民

iヅ.jいI､､民.が1瀞】へり月14日16 : 00 ごろ朝鮮1そ主ﾆiE義人民.Jljll

国元山へ到着現地受け入れ業務は朝鮮民主主義人民共和国が行

-ら

＊第２陣出発Ｈ､輸送機関については各方面の協力を得て現在交

渉l眺

＊AMDAは、インターネット上でも、北朝鮮関連の情報を提供
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と,y，た内容てしｰ"7:………ﾀ･トの展開は可能であこ　ＡＭＤＡは

以ＦのようなソＪシjリトの実施／経費レベルや地域を選別して

活動展開-するこヒが“ごきる．

　　　　　　　　　　/qM£Mダづ’ジ.zJけrN｡｡2J j995布12月

|’ルアンダ市内またはルアンダ市近郊でのマイクロプロジェク

ト

　例：家を失くした人のキャンプでの医療活動。FAXですでに

お叙］らせしたとおり　経済的でＬかも組織Ｌやすい

2）ルアンダから執で約１時間のところでのヘルスケアプロジェ

クト｡

　nをより拡張したもの。比較的、経済的だがプロジェクトの

規模による　い2’!:もに住居／オフィスと１台の車が必要

33「遠距離地域プロジェクト」…Sanza Pombo地区

　大きなプロジェクトになると、ルアンダとSanza Ponbo地区に

オフィスを構える必要がある｡地方にだいたい2台とルアンダに

１台の車両が必要｡

　ＡＭＤＡのような国連登録団体のためにPAM / WFP ぐワール

ドフードプログラム）が､車のような大きな荷物でも空輸してく

れる可能性あり。また、和平が保たれれば､地上輸送もできるよ

うになる。　ＡＭＤＡが医薬品定期供給システムを構築し、一般

供給物資輸送の支援を行う必要性が出てくるだろう。

　まだトラブル地域”としてザイールが挙げられる、国境を接

する北アンゴラ付近でのいさかいでＡＭＤＡの支援が必要となる

かもしれない｡その際､ルアンダオフィスが重要な役割を担うだ

ろう。

　ルアンダオフィスは､コーディネイト業務の中核として機能す

る必要あり。医薬品の船便輸送（現地で購入するより輸送したほ

うが廉価）の整備、他NGO/UN/WHO/WFPとの関係構築、その

他輸送整備、会計／会計監査／経営管理の実施、AMDAもしく

はAMDAに関連のあるﾉ､のための居住施設確保、さら:ﾆ、国の

中心地でAMDAの目的を前面に打ち出す役目も果たす､。

　¨ＡＭＭＤ”は現地でのＡＭＤＡの通称であり、直訳では

“AMMA¨-AsQociacan Medica de Medicos pm a Asia となる　PAM

はWFP、OMSはWHO、NUはUNのことである。この通称の使

用は他の団体同様徹底されている。

　アンゴラでのＮＧＯ登録を現在進行中。

【まとめ】

アンゴラでのAMDAの活動展開は非常に歓迎されている。入道

援助の必要性が迫られていることもあるが､この地域には吐界最

大の援助国である日本からの代表が他にいないということもあ

る。

医療援助の観点から見て､求められているものは非常にシンフル

である。食餌、流行感染症の治療、分娩介助、基礎的ヘルスケア

プロゲラム、教育などでどれもむずかしいものではない｡1-2入

の医療従事者、輸送手段、適当な医薬品の供給などが必要とな

る｡絶望的に弱り切、ているこの地域に､大きな助けとなるであ

ろ配

アンゴラの病院にて　左、菊池コーディネーター



インドネシア・スマトラ大震災緊急救援プロジェクト

（国際医療協力vo118N0.10より抜粋）

　　　　　　　　　　　　　　　医師　三宅　和久

【概要】

１０月７日１時９分　スマトラ中西部ジャンビ県スンガイプヌ市

近郊にてマグニチュードフ｡5の地震が発生。同日ＡＭＤＡは岡山

にて「ＡＰＲＯ／アジア太平洋緊急救援フォーラム」を開催中

だったが､死者が１ ００名を越す模様との情報を受け､午後に医

療チームの派遣と医薬品り搬入を決定した。

第一陣はＡＰＲＯに参加していたシャリフ医師､三宅医師､服部

調整員。医薬品８０Ｋｇを持って１０月８日に日本を出発した。

次に続く第２陣は、深谷医師。860 K g の医薬品を持って１０月

１５日に出発。
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　　　　　　鶴藤　浩徳　　　゛’磯回　゛1‘

今は１１月中旬､平日はボランティアに来るようになって２ヶ月

が経った。平日の昼間からいつも好青年（□がいるものだか

ら､最初はよく不思議がられた。そしてよく訊ねられた。ＡＭＤ

Ａはどこで知り、どうしてボランティアに来るようになったのか

と。実はＡＭＤＡをいつ、どこで知ったか定かではないし、どう

してボランティアに来るのか､自分でもはっきりしない｡聞かれ

る度に色々考えて答えをひねり出していたものの､以上の答えが

正直なところだ。

ボランティアをする「理由」…なんて大仰なものはなくてもいい

のではないだろうか｡少なくとも私の目には､ＡＭＤＡに来るボ

ランティアの方々は、あまり「自覚」していないように見える。

訊ねられれば恥ずかしそうに答えるけれども、本当の「理由」は

ほかにあるように思える。言葉になった「理由」は行動の後ろか

らついてくるものと思うからして「理由」が先で「行動」が後の

人、用意周到、やる気満々の人は（私のひがみ目で見て）、途中

で挫折しやすいという気がする｡それよりも軽い気持ちで､空い

た時間に活動する｡もちろん自分が任された仕事は責任を持って

やり遂げる。これが長く続ける「コツ」ではなかろうか。

ただボランティアにも色々種類がある｡一人でするもの､仲間と

共同してするもの。人を相手にするもの、機械を相手にするも

の｡家の中でするもの､家の外でするもの｡その人その人によっ

て向き不向き、適性があり、置かれた状況も異なる｡仕事を選ぶ

ように､伴侶を選ぶように､あなたに合ったボランティアが見つ

かれば､あなたの人生の彩りも増すに違いない｡あなたもボラン

ティアをしてみませんか

　　　　　　|･･　・■･』･㎜･･
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AMDA lnternet Station供用開始によせて

(国際医療協力voH8N0.8より抜粋)

－ － － － －

　　　　　　　　　　ＡＭＤλダイジェスハCN0.2ﾉ１９９５年12月

要な情報を,データベースまたはニュース形式で発信出来るよう

にすること｡第ニに効率的な募金や人材募集活動の出来る窓口機

能を整備すること。きらに海外のＮＧＯや国連機関などとも容易

に情報交換が可能なことの３つです。

　第１の点に関しては,熱帯医学のデータベースを作成するとと

もに，「国際医療協力」に載せるニュースの量を増やしてきまし

た｡第二の点については,本部に人材開発のためのデータベース

を作り，兜実きせました。第三の点は90年代に入ってコン

ピュータがますます廉価かつ高性能になったこと，そしてイン

ターネットが一般に開放されたことで条件が揃いました。

　パソコンとインターネットの爆発的な普及で,世界中には独白

のネットをもつＮＧＯが沢山あり，CONGOやAPCといったＮ

ＧＯのネットを統括するＮＧＯも出てきています。

　何故世界のＮＧＯがこれ程までコンピュータ化を急ぐかという

と，コンピュータネットには情報の迅速性（瞬時に世界中と交信

出来る），平等性（情報内容に偏りがない），多方向性（情報のや

り取りが複数間で可能）があるためです。「電気も来ていないよ

うな所で農村開発をするのに，インターネットは必要ない日と

反論する方もおられるでしょうが,先進国,途上国を問わず，コ

ンピュータネットが全世界で重要な社会基盤を占めることは明ら

かで，過小評価出来ない状況です。

　職場や学校,または自宅で,是非一度コンピュータネットに接

続してみて下さい。AMDA lntemet StationのURL名（ホームペー

ジに入るための記号）は，hhttp://www.amda.orgpです。

ＡＭＤＡ近況

’95.6:国連でのNGO協議資格（カテゴリー２）取得

’95,7:AMDA国際医療情報センター第２回医学生・看護学生の

ためのエイズ集中セミナー（大阪）

195.8:第２８回岡山県三木記念助成金受賞

195.9:第２回国連プロスト・ガーリ賞受賞

195.9:朝鮮民主主義人民共和国緊急救援プロジェクト開始

195.9:アンゴラ帰還難民緊急救援プロジェクト開始

’95.10:AMDArアジア太平洋緊急救援フｔ－ラム」開催/岡山

‘95.10: fンドネシア・スマトラ島大震災緊急救援プロジェクト

195.10:第２５回毎日社会福祉顕彰受賞

195.10: ソロプチミスト日本財団「国際奉仕先への助成金」受賞

195.10: 第２回読売国際協力賞受賞

195.10: メキシコ大震災緊急救援プロジェクト

195.10: 第７回毎日国際交流賞受賞

’95.11:AMDAインターナショナル国際会議開催／フィリピン

195.11: フィリピン台風被害緊急救援プロジェクト

Iり5.H:読売国際協力賞フォーラム「AMDAと国際貢献」／大阪

’95.H:’95おかやま国際貢献NGOサミット開催

’95.H:サハリン州知事より感謝状を授与される

195.11: インドネシア大使より感謝状を授与される

学術委員会　高橋　央　･95.12 : 国運NGO認定記念祝賀会

　ＡＭＤＡでは本部事務局にＵＮＩＸワークステーション（Ｎ

ＥＣ杜製ＥＷＳ４８００）を設置し，７月31日よりインター

ネ･ソトヒにAMDA lntemet Sta6on というコンピュータによる情報

サービスを開始しました。

　日本支部では次の３点を教訓として,コンピュータネットの再

構築に脩えました。まずＡＭＤＡ会員ばかりでなく，第三者が必

編集後記

･皆様の御意見をお寄せください。なお､事務局ボランティアを

募集しています。ＡＭＤＡ事務局へ一度いらっし･ぺヽませんか。

（田代）

・AMDAはどんどん発展していきます。久しぶりに事務所を訪

ねると浦島太郎です。（飯島）
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